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茨
城
空
港
と
ア
ク
セ
ス
道
路
周
辺
の
賑
わ
い
創
出

　

茨
城
空
港
開
港
か
ら
10
年
の
節

目
の
年
、
開
港
前
に
国
が
立
て
た

需
要
予
測
「
80
万
７
千
人
」
を
達

成
し
、
国
内
線
が
増
便
さ
れ
、
さ

ら
に
国
際
線
の
需
要
が
見
込
ま
れ

る
な
か
、
空
港
周
辺
エ
リ
ア
の
さ

ら
な
る
賑
わ
い
創
出
策
と
し
て
、

新
た
な
交
流
拠
点
の
形
成
に
よ

り
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
情
報
発

信
力
を
高
め
、
空
港
利
用
と
産
業

立
地
の
促
進
に
よ
る
地
域
振
興
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

現
在
、
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
「
小
美
玉
市
ま
ち
づ
く
り
構
想
」

に
基
づ
き
、「
そ･

ら･

ら
拡
張
」

「
そ･

ら･

ら
参
道
」「
エ
コ
ト
ー

プ
」「
Ｊ
フ
ロ
ン
ト
」
の
４
つ
の

構
想
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な

検
証
を
行
い
、
構
想
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
茨
城
空
港
ア
ク
セ
ス
道

路
の
開
通
に
よ
り
、
飛
躍
的
に
ヒ

ト
・
モ
ノ
の
流
れ
が
変
わ
り
ま
す
。

常
磐
道
、
圏
央
道
エ
リ
ア
お
よ
び

ひ
た
ち
な
か
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

向
上
に
よ
り
、
北
関
東
地
域
、
東

関
東
地
域
と
の
連
携
・
交
流
が
強

化
さ
れ
ま
す
。
陸
・
海
・
空
の
広

域
交
通
網
の
要
で
あ
る
こ
の
地
域

の
魅
力
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
空

港
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
を
は
じ
め
、
沿

線
の
緑
地
機
能
を
も
つ
農
地
と
調

和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
実
現
す

る
、
企
業
誘
致
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
他
、
茨
城
空
港
の
更
な
る

利
便
性
向
上
と
人
口
減
少
問
題
へ

の
対
応
策
と
し
て
、
Ｔ
Ｘ
の
茨
城

空
港
延
伸
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
小

美
玉
市
お
よ
び
周
辺
６
市
議
会
の

正
副
議
長
に
よ
る
「
Ｔ
Ｘ
茨
城
空

港
延
伸
議
会
期
成
同
盟
会
」
の
活

動
に
あ
わ
せ
、
執
行
部
と
し
て
も

水
戸
市
、
茨
城
町
を
含
め
た
近
隣

８
市
町
と
「
Ｔ
Ｘ
延
伸
に
関
す
る

勉
強
会
」
を
昨
年
立
ち
上
げ
て
お

り
、
今
後
も
事
務
レ
ベ
ル
で
の
勉

強
会
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

水
戸
市
を
中
心
と
し
た
「
連
携
中

枢
都
市
圏
構
想
」
の
議
論
が
本
格

化
し
、
Ｔ
Ｘ
延
伸
に
よ
る
広
域
的

公
共
交
通
網
の
構
築
に
つ
い
て
、

県
央
地
域
首
長
懇
話
会
で
議
論
し

ま
す
。

 　　

小
美
玉
市
誕
生
か
ら
15
年
目
を
迎
え
る
本

年
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
様
々
な
事
業

の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
過
去
２
番
目
の
規
模

に
よ
り
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
令
和
と
い

う
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
年

と
位
置
づ
け
「
４
大
事
業
」
の
着
実
な
遂
行

は
も
と
よ
り
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
社
会
に

対
応
す
る
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
注

力
し
て
い
き
ま
す
。　

　

ま
た
、「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
地

域
へ
の
愛
着
や
誇
り
と
、
当
事
者
意
識
を
持

つ
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
よ
り
、
夢

と
希
望
を
持
っ
て
、
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
シ
テ
ィ
小
美
玉
」
の
実
現
に
向
け
、

引
き
続
き
「
対
話
と
協
調
」
の
も
と
、
市
民

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　　　

　　　　令和２年度

　   市長施政方針
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持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
確
立

り
、
よ
り
一
層
の
行
政
改
革
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
他
、
本
市
が
保
有
す
る
公

共
施
設
に
つ
い
て
、
更
新
、
統
廃

合
、
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的
に

行
う
た
め
「
公
共
施
設
建
築
物
系

個
別
施
設
計
画
」
を
策
定
し
、
財

政
負
担
の
軽
減
、
平
準
化
を
図
る

と
と
も
に
、
現
有
施
設
の
利
活
用

を
、
あ
ら
ゆ
る
利
用
促
進
策
を
検

証
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
借
地

の
解
消
お
よ
び
公
用
財
産
取
得
へ

の
転
換
を
念
頭
に
、
長
期
的
か
つ

安
定
的
な
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

　

普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
が

終
了
し
「
一
本
算
定
」
へ
と
移
行

し
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
等

に
伴
う
歳
入
・
歳
出
両
面
の
構
造

的
な
変
化
に
よ
り
、
一
般
財
源
不

足
に
よ
る
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
額
は
過
去
最
大
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
総

務
部
に
「
行
政
経
営
課
」
を
創
設
し
、

今
年
度
か
ら
実
証
実
験
を
行
っ
て
い

る
Ａ
Ｉ
の
活
用
と
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
本
格
導

入
、
拡
大
す
る
こ
と
で
、
生
産
性
の

向
上
や
経
費
削
減
等
、
効
率
化
を
図

　

近
年
の
行
政
需
要
の
高
ま
り
に

よ
り
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
、
高
度

化
す
る
窓
口
申
請
は
、
市
民
に
と

っ
て
大
き
な
負
担
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
関
す
る
施
策
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
つ
目
、
窓
口
の
ロ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
化
に
あ
わ
せ
、
ス
ム
ー
ズ
な

窓
口
対
応
を
行
う
た
め
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
を
配
置
し
ま
す
。
２
つ
目

は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
伴
う
申

請
手
続
き
が
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

行
え
る
「
お
く
や
み
デ
ス
ク
」
の

本
格
運
用
に
向
け
、
引
き
続
き
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
国
が
推
進
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
施
策
に
対

応
す
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
円
滑
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

ポ
イ
ン
ト
付
与
機
能
に
よ
る
消
費

活
性
化
施
策
や
、
自
動
発
行
機
の

導
入
な
ど
を
検
証
し
、
市
民
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
窓
口
の

利
便
性
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

学
び
と
文
化
の
環
境
の
充
実

　

小
中
学
校
規
模
配
置
適
正
化
事

業
は
、
令
和
３
年
４
月
の
開
校
を

目
指
す
玉
里
学
園
義
務
教
育
学

校
の
校
舎
建
設
が
本
格
化
す
る
ほ

か
、
小
川
北
学
区
義
務
教
育
学
校

は
正
式
に
校
名
を
決
定
し
、
令
和

５
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
、
着

実
に
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

独
自
性
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
教

育
活
動
の
充
実
に
つ
い
て
、
よ
り

具
体
的
に
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　

美
野
里
地
区
の
公
立
幼
稚
園
を

統
合
し
、
竹
原
小
学
校
で
の
幼
小

連
携
に
取
り
組
み
ま
す
。
小
学
校

の
中
で
幼
稚
園
を
運
営
す
る
利
点

を
最
大
限
に
活
か
し
、
小
学
校
は

も
と
よ
り
、
私
立
園
や
保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園
と
の
連
携
を
強
化

し
、
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
と

の
円
滑
な
接
続
を
図
る
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
保
・
幼
・
小
・

中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
を
、
よ
り

実
践
的
な
施
策
と
す
る
た
め
、
教

育
委
員
会
へ
「
子
ど
も
課
」
を
移

設
し
、
子
ど
も
の
誕
生
か
ら
義
務

教
育
の
修
了
ま
で
、一
貫
し
た
「
学

び
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
独
自
施
策
と
し
て

教
員
を
採
用
し
、
学
校
や
学
級
の

実
情
に
応
じ
た
弾
力
的
な
学
級
編

成
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
い
た
し

ま
す
。
小
美
玉
市
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
教

育
環
境
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
方
、
充
実
し
た
文
化
施
設

は
、
小
美
玉
市
の
大
き
な
魅
力
で

あ
り
、
社
会
教
育
、
文
化
芸
術
活

動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
、
市
民
が
多
岐
に

わ
た
り
一
生
学
べ
る
環
境
の
充
実

こ
そ
、
魅
力
あ
る
人
材
の
育
成
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
こ

の
た
め
、
本
年
か
ら
「
文
化
ス
ポ

ー
ツ
振
興
部
」
を
創
設
し
、
ア
ピ

オ
ス
、
み
の
～
れ
、
コ
ス
モ
ス
３

館
の
更
な
る
連
携
強
化
と
「
小
美

玉
市
ま
る
ご
と
文
化
ホ
ー
ル
計

画
」
の
充
実
化
と
と
も
に
、
豊
か

で
ゆ
と
り
の
あ
る
生
涯
学
習
活
動

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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小
美
玉
市
の
予
算

令
和
２
年
度

【
用
語
の
解
説
】

▼
歳
入

市
税
…
市
民
税
（
個
人
・
法
人
）
や
固
定
資
産
税

　
　
　

な
ど
の
税
金

地
方
消
費
税
交
付
金
…
地
方
消
費
税
を
財
源
と
し

　
　
　

て
、
人
口
な
ど
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
交

　
　
　

付
金

地
方
交
付
税
…
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

      

供
で
き
る
よ
う
に
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

      

交
付
金

国
庫
支
出
金
…
特
定
の
事
業
に
対
す
る
国
か
ら
の

　
　
　

負
担
金
や
補
助
金
な
ど

県
支
出
金
…
特
定
の
事
業
に
対
す
る
県
か
ら
の
負

　
　
　

担
金
や
補
助
金
な
ど

繰
入
金
…
基
金
や
他
の
会
計
な
ど
か
ら
繰
入
れ
す

　
　
　

る
資
金

市
債
…
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
の
借
入
金

そ
の
他
…
地
方
特
例
交
付
金
、
分
担
金
お
よ
び
負

　
　
　

担
金
、
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
、
諸
収
入

　
　
　

な
ど　

　
▼
歳
出
（
目
的
別
）

総
務
費
…
市
の
行
政
運
営
、
防
災
対
策
、
収
税
、

　
　
　
　

選
挙
な
ど
の
経
費

民
生
費
…
社
会
保
障
費
や
介
護
保
険
等
へ
の
繰
出

　
　
　
　

し
な
ど
の
経
費

衛
生
費
…
健
康
診
査
や
予
防
接
種
、
ご
み
の
収
集
・

　
　
　
　

処
理
な
ど
の
経
費

予算総額

　387 億 1,573 万円
（前年度比 4.9％増）

　　一般会計　244 億 9,600 万円

　　　　　　  （前年度比　 5.7％増）

　　特別会計　101 億 9,368 万円
　　　　　　　　　（前年度比　13.8％減）

　　企業会計　 40 億 2,605 万円
　　　　　　　　　（前年度比 111.8％増）

　

令
和
２
年
度
予
算
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
の
急
速
な
進
展
や
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

行
財
政
環
境
の
下
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
健
全
財
政
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

　

新
市
建
設
計
画
に
基
づ
く
広
域
幹
線
道
路
整

備
事
業
、
羽
鳥
駅
周
辺
整
備
事
業
、
学
校
規
模

配
置
適
正
化
事
業
、
ご
み
処
理
広
域
化
事
業
の

４
大
事
業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
た
め
、
予
算

総
額
は
前
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
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次のページからは、

令和 2 年度の主な

事業を紹介します。

市
の
会
計

　

地
方
公
共
団
体
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

▼
一
般
会
計

　

教
育
や
福
祉
な
ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

道
路
や
公
園
と
い
っ
た
公
共
施
設
の
整
備
や
維

持
管
理
な
ど
、
市
の
基
本
的
な
行
政
運
営
の
経

費
を
経
理
し
ま
す
。

　

歳
入
は
、
市
の
収
入
を
表
し
て
い
ま
す
。
歳

出
は
、
市
の
支
出
を
表
し
、
ど
の
よ
う
な
目
的

の
た
め
に
支
出
す
る
の
か
を
表
す
目
的
別
歳
出

と
、
ど
の
よ
う
な
性
質
の
支
出
を
す
る
の
か
を

表
す
性
質
別
歳
出
の
２
つ
で
示
し
て
い
ま
す
。

▼
特
別
会
計
、
企
業
会
計

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
目
的
別
に
会
計

を
設
け
、
個
別
に
経
理
し
て
受
益
と
負
担
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

【
用
語
の
解
説
】

▼
歳
入

市
税
…
市
民
税
（
個
人
・
法
人
）
や
固
定
資
産
税

　
　
　

な
ど
の
税
金

地
方
消
費
税
交
付
金
…
地
方
消
費
税
を
財
源
と
し

　
　
　

て
、
人
口
な
ど
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
交

　
　
　

付
金

地
方
交
付
税
…
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

      

供
で
き
る
よ
う
に
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

      

交
付
金

国
庫
支
出
金
…
特
定
の
事
業
に
対
す
る
国
か
ら
の

　
　
　

負
担
金
や
補
助
金
な
ど

県
支
出
金
…
特
定
の
事
業
に
対
す
る
県
か
ら
の
負

　
　
　

担
金
や
補
助
金
な
ど

繰
入
金
…
基
金
や
他
の
会
計
な
ど
か
ら
繰
入
れ
す

　
　
　

る
資
金

市
債
…
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
の
借
入
金

そ
の
他
…
地
方
特
例
交
付
金
、
分
担
金
お
よ
び
負

　
　
　

担
金
、
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
、
諸
収
入

　
　
　

な
ど　

　
▼
歳
出
（
目
的
別
）

総
務
費
…
市
の
行
政
運
営
、
防
災
対
策
、
収
税
、

　
　
　
　

選
挙
な
ど
の
経
費

民
生
費
…
社
会
保
障
費
や
介
護
保
険
等
へ
の
繰
出

　
　
　
　

し
な
ど
の
経
費

衛
生
費
…
健
康
診
査
や
予
防
接
種
、
ご
み
の
収
集
・

　
　
　
　

処
理
な
ど
の
経
費

土
木
費
…
道
路
、
公
園
、
市
営
住
宅
な
ど
の
整
備

　
　
　
　

や
維
持
管
理
経
費

教
育
費
…
小
・
中
学
校
の
整
備
運
営
や
、
生
涯
学

　
　
　
　

習
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

公
債
費
…
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
の
財
源
と
し
て

　
　
　
　

借
入
れ
た
市
債
の
返
済
経
費

そ
の
他
…
議
会
費
、
農
林
水
産
業
費
、
商
工
費
、

　
　
　
　

消
防
費
な
ど

▼
歳
出
（
性
質
別
）

人
件
費
…
職
員
の
給
与
、
議
員
や
委
員
の
報
酬
な

　
　
　
　

ど

物
件
費
…
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
、
各
種
事
業

　
　
　
　

の
運
営
に
か
か
る
事
務
経
費
な
ど

扶
助
費
…
児
童
・
高
齢
者
・
障
害
者
施
設
や
医
療

　
　
　
　

福
祉
、
生
活
保
護
な
ど
の
社
会
保
障
費

補
助
費
等
…
団
体
運
営
や
事
業
に
対
す
る
補
助
金

　
　
　
　

や
負
担
金
な
ど

普
通
建
設
事
業
費
…
公
共
施
設
の
建
設
費
、
道
路

　
　
　
　

や
公
園
な
ど
生
活
基
盤
の
整
備
費

公
債
費
…
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
の
財
源
と
し
て

　
　
　
　

借
入
れ
た
市
債
の
返
済
経
費

繰
出
金
…
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
な
ど
の
特

　
　
　
　

別
会
計
に
対
す
る
繰
出
金

そ
の
他
…
維
持
補
修
費
、
積
立
金
、
貸
付
金
な
ど

　

　　　　　　　　　　　　年　度

　会　計　名
令和 2年度 令和元年度 増減率

一　　　般　　　会　　　計 24,496,000 23,165,000 5.7
 国民健康保険特別会計（事業） 5,161,705 5,300,761 △ 2.6

 国民健康保険特別会計（直診） 122,283 132,423 △ 7.7
 後期高齢者医療保険特別会計 584,234 530,211 10.2

 下水道事業特別会計 1,696,525 皆減
 農業集落排水事業特別会計 301,197 296,277 1.7
 戸別浄化槽事業特別会計 35,433 32,910 7.7
 霊園事業特別会計 15,576 24,948 △ 37.6
 介護保険特別会計（保険事業） 3,966,997 3,807,431 4.2
 介護保険特別会計（介護サービス） 6,251 6,454 △ 3.1
 特　　　別　　　会　　　計 10,193,676 11,827,940 △ 13.8
 水道事業会計 1,770,928 1,900,696 △ 6.8

      下水道事業会計 2,255,124 皆増
企　　　業　　　会　　　計 4,026,052 1,900,696 111.8

合　　　計 38,715,728 36,893,636 4.9

各会計の予算と前年度との比較
（単位：千円、％）
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主
な
事
業

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
の

　・公共施設建築物系個別施設計画策定事業　　　12,710 千円

　・ふるさと寄附金事業　　　　　　　　　　　　54,963 千円

　・先進技術導入事業　　　　　　　　　　　　　 7,071 千円

　・男女共同参画事業                           1,327 千円

　・地方創生推進事業　　　　　　　　　　　　　 8,705 千円

　・おもてなし記念品事業　　　　　　　　　　 　1,000 千円

　・移住促進住宅取得補助事業                   4,500 千円

1. みんなの力で磨くまちづくり

　・芸術文化振興事業　　　　　　　　　　　　　60,553 千円

　・小川文化センター大規模改修事業　　　　　 356,925 千円

　・出産祝い事業　　　　　　　　　　　　　 　　5,900 千円

　・初たまご記念品事業                           500 千円

　・小学校建設事業　　　　　　　　　　　　 1,796,755 千円

　・「夢先生」派遣事業　　　　　　　　　　 　　 2,973 千円

2. 人を育てる学びの場づくり

　

　・医療福祉扶助事業　　　                   340,383 千円

　・母子保健事業　　　　　　　　　　　      　46,766 千円

　・予防接種事業　　　　　　　　　　　　　   142,559 千円

　・女性のがん検診事業                        25,548 千円

3. 誰もがいきいきと暮らせる社会づくり

　・公共交通ネットワークシステム運行事業　　　56,749 千円

　・農畜産物加工促進事業　　　　　　　　　　　 4,500 千円

　・経営所得安定対策事業　　　　　　　　　　　80,077 千円

　・空の駅管理運営事業                        70,964 千円

　・道路橋梁維持管理事業　　　　　　　　　　 220,388 千円

　・広域幹線道路整備事業　　　　　　　　　　 424,500 千円

　・JR 羽鳥駅および駅前広場整備事業　　　　　 288,295 千円

  ・ 都市計画マスタープラン策定事業             4,950 千円

4. 仕事と暮らしを創造する環境づくり

　・犬、猫の避妊、去勢手術補助事業　　　　　　 1,000 千円

　・ごみ処理広域化事業　　　　　　　　　　 1,613,558 千円

　・防犯施設整備事業　　　　　　　　　　　　　 9,010 千円

　・防衛交付金道路整備事業                   260,250 千円

　・消防団活動事業　　　　　　　　　　　　　  49,529 千円

　・公共下水道整備事業　　　　　　　　　　 　277,569 千円

5．安全・安心な生活を支える体制づくり
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部
長
級

市
長
公
室
長

　

岡
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英
孝

企
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財
政
部
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立
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伸
樹

総
務
部
長

　

礒　

敏
弘
（
福
祉
部
長
兼
福
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事
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長
）

市
民
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部
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太
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勉

市
民
生
活
部
理
事
〔
霞
台
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福
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兼
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部
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信
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長
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兼
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八
木　

健
（
県
職
員
）

議
会
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長
（
任
期
付
）

　

我
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光
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織
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俊
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（
都
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部
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長
）
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部
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長

　

長
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●
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長
級

市
長
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長
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賢
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市
長
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課
長
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産
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経
済
部
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
空
の
え
き　

そ
・
ら
・
ら
係
長
）

企
画
財
政
部
企
画
調
整
課
長

　

佐
々
木　

浩

企
画
財
政
部
財
政
課
長

　

植
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賢
一

総
務
部
総
務
課
長

　

小
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和
夫
（
産
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経
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部
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課
長
）

総
務
部
人
事
課
長

　

服
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和
志
（
保
健
衛
生
部
医
療
保
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課
長
）

総
務
部
行
政
経
営
課
長

　

山
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一
（
保
健
衛
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部
医
療
保
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課
参
事
〔
茨
城
県
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医
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広
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連
合
派
遣
〕）

総
務
部
税
務
課
長

　

石
井　

光
一
（
都
市
建
設
部
管
理
課
長
）

総
務
部
収
納
課
長
〔
県
職
員
併
任
〕

　

小
倉　

達
郎　

市
民
生
活
部
市
民
課
長

　

髙
橋　

宏
（
保
健
衛
生
部
医
療
保
険
課
長
補
佐
兼
国
保
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係
長
）

市
民
生
活
部
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課
長

　

真
家　

功

市
民
生
活
部
環
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課
参
事
〔
茨
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里
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派
遣
〕

　

朝
比
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公
俊

市
民
生
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小
川
総
合
支
所
長

　

中
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理
佳

市
民
生
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玉
里
総
合
支
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長

　

田
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智
子
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員
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課
長
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小
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長
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介
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再
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用
〕

　

関
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（
都
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部
長
）

配
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員
一
覧

令
和
２
年
４
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日
現
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（　
　

）
は
前
職

福
祉
部
福
祉
事
務
所
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福
祉
課
長

　

岡
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け
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部
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務
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介
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長

　

太
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光
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長

　

大
山　

浩
明

産
業
経
済
部
農
政
課
参
事
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長
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光
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ク
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兼
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司
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収
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市
建
設
部
管
理
課
参
事
）

齋
藤　

幸
雄
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
参
事
）

植
田　

み
の
り
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）

樽
見　

大
成
（
消
防
本
部
美
野
里
消
防
署
長
）
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地域特産物マイスターに認定

　2 月 14 日（金）、東京都の石垣記念ホールに

おいて、飯前在住の田上進さん（写真前列右）

に「地域特産物マイスター認定証」が交付され

ました。

　「地域特産物マイスター」とは、地域特産物の

栽培・加工等の分野で多年の経験と卓越した技

術・能力を有し、産地育成の指導者ともなる人

材を、財団法人日本特産農産物協会が認定する

ものです。

　田上さんは、手すき和紙の粘材として用いら

れるトロロアオイを生産しており、栽培技術と

出荷物の品質が高く評価されたものです。

　特に、小美玉市は国内生産の 67％（H29）を

占めており、国産手すき和紙産業や文化財の修

復・保護への原材料供給元として重要な産地と

なっています。今後も、産地維持のために技術

指導を行うとともに、地域のリーダーとしての

活動が期待されています。

チャリティ新春歌謡祭参加者が寄付

　2月 9日に開催されたチャリティ新春歌謡祭

（主催：尾形　栄一さん）において、カラオケ

参加者や来場者の皆さんから寄付をいただきま

した。

　善意に感謝申し上げ、有意義に使わせていた

だきます。

フォルム株式会社
◆本社
　〒 233-0066
　横浜市港北区高田西 1-1-47
　☎ 045-591-6001 
◆茨城工場
　〒 311-3416
　小美玉市与沢1556-2
　☎ 0299-54-0131　　フォルム　自動車部品 　検索

Web は「有料広告」で検索

有料広告
詳しくは、Web または
　　　　　下記問い合わせ先へ

募集中！
☎：0299-48-1111　内線 1234
　　（企画調整課  シティプロモーション係）
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小美玉の旬な話題を紹介します

学校名 名前（学年） 大会名・コンクール名等 結果

野田小
小 林　 陽 樹 
（6年）

第 74 回国民体育大会「いきいき
茨城ゆめ国体」文化プログラム
「全国都道府県対抗 e スポーツ選手
権 2019 IBARAKI『グランツーリス
モ SPORT』」の茨城県特別先行予選
大会

少年の部 2位（県
代表に選出）

第 74 回国民体育大会「いきいき
茨城ゆめ国体」文化プログラム
「全国都道府県対抗 e スポーツ選手
権 2019 IBARAKI『グランツーリス
モ SPORT』」

予選突破 
決勝 7位

竹原小

山 﨑　 啓 巧 
（4年）

かんぽ生命ドリームカップ第 39 回
全日本バレーボール小学生大会

茨城県大会男子
の部　第 3位

額 賀　 保 成 
（4年）

ＪＡ共済ＣＵＰ
2019 第 46 回茨城県学年別少年
サッカー大会

第 4位

羽鳥小

山 口　 哲 平 
（6年）

第 44 回「ごはん・お米とわたし」
作文・図画コンクール  （作文 2部）

文部科学大臣賞

石 川　 友 渚 
（6年）

第 47 回茨城新聞小学生読書感想文
コンクール

優秀賞

神 田　 慈 生 
（2年）

公益社団法人全国珠算教育連盟茨城
県支部主催
第 62 回茨城県珠算競技大会
個人総合競技　小学二年生の部

準優勝

田 﨑　 芽 衣 
（3年）

令和元年度
茨城県下水道促進週間コンクール　
標語部門

知事賞入選

堅倉小

磯 邊 　 真 
（4年）

茨城県建設業協会　建設工事風景等
図画コンクール

優秀賞

高 野 　 渉 
（5年）

茨城県建設業協会　建設工事風景等
図画コンクール

優秀賞

武 田　 梨 花 
（5年）

茨城県建設業協会　建設工事風景等
図画コンクール

優秀賞

立 原　 瑠 衣 
（4年）

第 1 回関東ジュニアドッジボール選
手権大会

出場

磯 部　 斗 間 
（4年）

第 1 回関東ジュニアドッジボール選
手権大会

出場

小 林　 佳 純 
（4年）

第 1 回関東ジュニアドッジボール選
手権大会

出場

廣 瀬　 侑 士　 
（6年）

かんぽ生命ドリームカップ第 39 回
全日本バレーボール小学生大会

茨城県大会男子
の部　第 3位

山 崎　 良　 
（6年）

かんぽ生命ドリームカップ第 39 回
全日本バレーボール小学生大会

茨城県大会男子
の部　第 3位

鏑 木　 剛　 
（6年）

かんぽ生命ドリームカップ第 39 回
全日本バレーボール小学生大会

茨城県大会男子
の部　第 3位

武 田　 健 太 
（2年）

上廣倫理財団主催　第 33 回感動
作文コンクール

佳作　「はじめて
のひょっとこ」 
（全国）

納場小

篠 原　 史 栞 
（2年）

地域安全マップコンクール '19
防犯協会理事長
賞

篠 原　 千 尋 
（4年）

地域安全マップコンクール '19
防犯協会理事長
賞

宇 津 野　 蓮 
（3年）

茨城県建設業協会　建設工事風景等
図画コンクール

優秀賞

田 谷　 湧 希 
（3年）

茨城県建設業協会　建設工事風景等
図画コンクール

優良賞

稲 山　 彩 音 
（4年）

第 55 回ＪＡ共済茨城県小・中学生 
書道コンクール

日本農業新聞会
長賞

第 63 回ＪＡ共済全国中学生
書道コンクール　条幅の部

銅賞

稲 山　 雪 乃 
（1年）

第 55 回ＪＡ共済茨城県小・中学生 
書道コンクール

銀賞

畠 山　 力 駆 登 
（3年）

ＪＡ共済ＣＵＰ 2019 第 46 回茨城県
学年別少年サッカー大会

第 4位

市内小中学生が活躍しました

　　　市内の小中学生が様々な分野で活躍し受賞しました。受賞内容は、以下の通りです。

学校名 名前（学年） 大会名・コンクール名等 　結果

玉里小

井 野 口　 萠 奈 
（6年）

令和元年度茨城県統計グラフ
コンクール

茨城県統計協会
会長賞

関 根　　 暖 
（6年）

秋 山　 慶 太 
（3年）

玉里北小

向 山　 澄 香 
（5年）

令和元年度茨城のヒーローフォト
コンテスト

中学生以下の部
優秀賞

江 橋　 恋 々 音 
（3年）

第 1回関東ジュニアドッジボール
選手権大会

出場

江 橋　 萌 々 音 
（1年）

第 1回関東ジュニアドッジボール
選手権大会

出場

玉里東小

山 口　 恋 夢 
（5年）

第 28 回全国小学生バドミントン
選手権大会茨城県予選（県大会）

5年男子シングル
スの部　第 3位 
関東大会出場

橋 本 　 陸 
（2年）

第 33 回茨城県読書感想画
コンクール

最優秀賞 
全国大会に出品

小川南中
幡 谷　 俊 太 朗 
（3年）

令和元年度「税の標語」
全国間税会総連
合会会長賞

小川北中

角 田　 滉 弥 
（3年）

JOC ジュニアオリンピックカップ
第 33 回全国都道府県対抗中学
バレーボール大会

茨城県代表

八 幡　 暖 音 
（3年）

JOC ジュニアオリンピックカップ
第 33 回全国都道府県対抗中学
バレーボール大会

茨城県代表

美野里中

道 口 　 諒 
（3年）

令和元年度第 50 回ジュニア
オリンピック陸上競技大会

Ａ男子 200 ｍ　
予選 4位

田 上　 涼 介 
（3年）

令和元年度第 50 回ジュニア
オリンピック陸上競技大会

Ａ男子 100 ｍ 
台風 19 号接近に
伴い競技中止

原 田　　 葵 
（3年）

令和元年度第 50 回ジュニア
オリンピック陸上競技大会

Ｂ男子走幅跳 
台風 19 号接近に
伴い競技中止

武 井　 美 佳 
（2年）

第 8 回日本学校合奏コンクール
2019 全国大会グランドコンテスト

銅賞

中 山　 晃 靖 
（3年）

第 19 回全国中学生都道府県対抗
野球大会 in 伊豆

茨城県代表・キ
ャプテン 
1 次リーグ敗退

花 井　 さ く ら 
（3年）

JOC ジュニアオリンピックカップ
第 33 回全国都道府県対抗中学
バレーボール大会

茨城県代表

間 中　 尚 貴 
（3年）

令和元年度第 28 回関東中学校
駅伝競走

男子 15 位

郡 司　 竜 之 介 
（3年）

JFA 第 25 回全日本 U-15 フットサル
選手権大会

1次ラウンドグル
ープＢ 2位 
キャプテン

鈴 木　 敬 直 
（2年）

第 7回　科学の甲子園ジュニア
茨城県大会

優秀賞

萩 原　 颯 希 
（2年）

令和元年度いばらき
ものづくり教育フェア
「あなたのためのおべんとう」
コンクール

茨城県教育研究
会 
教育研究部長賞

工 藤　 笑 美 
（2年）

檜 山　 琳 音 
（2年）

川 根　 麻 依 子 
（1年） 令和元年度茨城県

統計グラフコンクール
茨城県統計協会 
会長賞橋 本　 悠 来 

（1年）

 玉里中
小 出　 創 生 
（2年）

第 7回　科学の甲子園ジュニア
茨城県大会 優秀賞

　※上記の名簿は市長表敬訪問に（2/26）参加を予定していた児童生徒です。

　　（市長表敬訪問は、国内で発生しています新型コロナウイルスの感染予防のため開催を中止しました。）

　※同じコンクール等においても茨城県レベルの佳作（相当）以下の作品に関しては、市長表敬訪問の基準に満たしていないため掲載

　　していません。また、中学校のスポーツ関係に関しては、関東大会出場以上が市長表敬訪問の選考基準となっています。
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氏 名 ふりがな 表彰事績

幡谷　浩史 はたや　こうし   公益のために多額の寄付をされた 

岡部　衛 おかべ　まもる   多年にわたり地域の区長として地方自治の進展に貢献 

小林　祥一 こばやし　しょういち   多年にわたり地域の区長として地方自治の進展に貢献

福田　正雄 ふくだ　まさお   多年にわたり地域の区長として地方自治の進展に貢献

小林　守 こばやし　まもる   民生委員児童委員として社会福祉の増進に貢献 

藤岡　徳太郎 ふじおか　とくたろう   民生委員児童委員として社会福祉の増進に貢献

竹内　昌信 たけうち　まさのぶ   民生委員児童委員として社会福祉の増進に貢献

井坂　佑 いさか　ゆう   民生委員児童委員として社会福祉の増進に貢献

市村　満子 いちむら　みちこ   民生委員児童委員として社会福祉の増進に貢献

有馬　輝子 ありま　てるこ   民生委員児童委員として社会福祉の増進に貢献

石橋　吉生 いしばし　よしう   民生委員児童委員として社会福祉の増進に貢献

片岡　公子 かたおか　きみこ   民生委員児童委員として社会福祉の増進に貢献

遠藤　文雄 えんどう　ふみお   民生委員児童委員として社会福祉の増進に貢献

小玉　知子 こだま　ともこ   民生委員児童委員として社会福祉の増進に貢献

大和田　努 おおわだ　つとむ   人権擁護委員として社会福祉の増進に貢献 

檜山　壽夫 ひやま　としお   保護司として社会福祉の増進に貢献 

千葉　泰雄 ちば　ひさお   結婚相談員として社会福祉の増進に貢献 

太田　精一 おおた　せいいち   意匠の開発・創意工夫による著しい功績があり産業の振興に貢献 

西野　侑則 にしの　ゆきのり   第 41 回全日本高齢者武道大会 剣道寿 B(80 ～ 84 歳 ) 準優勝

海老原　秀則 えびはら　ひでのり   第 74 回国民体育大会剣道大会　成年男子の部　団体　優勝 

下山田　周 しもやまだ　あまね
  JOC ジュニアオリンピックカップ全日本ジュニアレスリング選手権大会
  ジュニアの部　グレコローマンスタイル　77 ｋｇ級　優勝 

横瀬　駿大 よこせ　しゅんだい
  JOC ジュニアオリンピックカップ第 12回全日本ジュニアテコンドー
  選手権大会 キョルギの部 中学生男子 57 ｋｇ級以下 優勝

嶌田　隼太 しまだ　しゅんた
  JOC ジュニアオリンピックカップ全国エアロビック選手権大会 
  ユース 2男子シングル部門 準優勝 

横瀬　智咲 よこせ　ちさき
  JOC ジュニアオリンピックカップ第 12回全日本ジュニアテコンドー
  選手権大会 キョルギの部 中学生女子 37 ｋｇ級以下 優勝

真田　賢人 さなだ　けんと   B ＆ G 全国ジュニア水泳競技大会　男子 50 ｍ平泳ぎ準優勝 

横倉　つぼみ よこくら　つぼみ   オールキッズトライアスロン大会　小学 5年女子の部　第 3位 

加藤　慎二 かとう　しんじ   太鼓祭 in ソニックシティ 2019 第 11 回日本一決定戦 大太鼓の部 優勝

令和元年度小美玉市表彰者・市功績者

　合併した 3月 27 日を「小美玉市民の日」として定めており、今年は誕生 14 周年を迎えます。

それにあわせて、毎年、市政の振興に寄与またはその徳行が市民の模範となる方を表彰しています。

今年度は下記の方が、市表彰者として決定しました。また、市功績者として叙勲・褒章受章者のお披露目を

します。

一般表彰 (敬称略・順不同 )
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氏 名 ふりがな 表彰事績

関口　輝門 せきぐち　てるゆき  議会議員として地域振興に貢献 

藤井　敏生 ふじい　としお  議会議員として地域振興に貢献 

戸田　見成 とだ　けんじょう  議会議員として地域振興に貢献 　

澤畠　照子 さわはた　てるこ  教育委員として教育の振興に貢献 

上田　稔 うえた　みのる  農業委員として農業の振興に貢献 

佐久　一雄 さく　かずお  農業委員として農業の振興に貢献 

田中　利文 たなか　としふみ  農業委員として農業の振興に貢献 

細山　美好 ほそやま　みよし  農業委員として農業の振興に貢献 

木村　重成 きむら　しげなり  農業委員として農業の振興に貢献 

( 敬称略・順不同 )市政功労表彰

氏 名 ふりがな  勲章の種類 功労概要

（故） 根本　正 ねもと　ただし 正六位 死亡叙勲 （郵便事業功労）

（故） 室町　薫 むろまち　かおる 正六位 叙位 （地方自治功労）

橋本　勄 はしもと　とし 瑞宝双光章 高齢者叙勲 （地方自治功労）

菅井　弘 すがい　ひろし 瑞宝双光章 危険業務 （警察功労）

小松﨑　智子 こまつざき　ともこ 瑞宝双光章 春の叙勲（医療功労）

竹内　昌信 たけうち　まさのぶ 瑞宝単光章 春の叙勲（社会福祉功労）

（故）大和田　智弘 おおわだ　としひろ 正六位 叙位（地方自治功労）

読み聞かせ奉仕団体
話し方教室

はなしかたきょうしつ 緑綬褒章 秋の褒章

狩谷　一男 かりや　かずお 藍綬褒章 秋の褒章

鈴木　守 すずき　まもる 旭日単光章 秋の叙勲（林業振興功労）

皆藤　博之 かいとう　ひろし 瑞宝単光章 秋の叙勲（消防功労）

平本　光良 ひらもと　みつよし 瑞宝単光章 秋の叙勲（消防功労）

田山　あや子 たやま　あやこ 瑞宝双光章 高齢者叙勲（教育功労）

(敬称略・順不同 )小美玉市功績者

そんなあなたも
お気軽にご相談下さい！
外装点検・お見積り無料

茨城県知事許可　第３１５３２号　本社　石岡市半ノ木１４１５９-５

　　　中嶋塗装　　検索　　　TFL0299-57-1641

　外壁・屋根…うちもそろそろかな…？

　色々なところから営業が…
　どこに頼めばいいの…？

　　　　　　　　　一級塗装技能士による住まいの塗り替え

　　　　　　　㈲中嶋塗装工業
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栄養士コラム 

もったいない「食品ロス」を減らしましょう！

【食品ロスとは】

　本来食べられるのに捨てられてしまう食品のことで、日本では年間約 643 万トン※も発生しています。　

国民一人あたりにすると、毎日お茶碗約 1 杯分の食べ物（約 139g）が捨てられていることになります。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※農林水産省及び環境省 ｢平成 28 年度推計値 ｣より

【食品ロスの約半分は家庭から】

　食べ残しや期限切れ、野菜の皮を厚くむいたり、食べられる茎や葉などを捨ててしまうことが原因です。

捨てないで！食材を無駄なくおいしく使いきる調理と保存の工夫

食材をまるごと調理することで捨ててしまいがちな栄養素も摂れて、食品ロスの削減にもつながります！

次回は、広報おみたま 6月号朝ごはんの大切さについてです。

健康増進課　健康推進係（四季健康館内）☎：0299-48-0221（内線：4002・4003）問い合わせ

【しいたけの軸】

先の石づきだけを切り落とせば、軸まで使えます！

◆みじん切り…肉詰めやハンバーグ、チャーハンなどに

◆細切り…味噌汁やスープ、炒め物や煮物などに

　冷凍保存　①水洗いせず、汚れを拭き取る。

　　　　　　②使いやすく切って小分けにして冷凍。

　　　　　  　凍ったまま調理しましょう。

軸の旨みでおいしさアップ
【ブロッコリーの茎】

茎はビタミンＡや
ビタミンＣがたっぷり

固い茎はやや厚めに
皮をむくとおいしく食べられます！

◆細切り…シャキシャキとした歯ごたえが楽しめます！

　　　　　きんぴらや炒め物がおすすめ☆

◆輪切り…やわらかく、ふんわりとした食感！

　　　　　味噌汁やカレーに

　冷凍保存　①使いやすく切ってさっと茹でる。

　　　　　  ②水気を拭き取って小分けにして冷凍。

　　　　　　　凍ったまま調理しましょう。

小川文化センターアピオスの利用状況

【利用再開日】

　 5 月 1 日（金）～

＊予約受付開始日

　 4 月 1 日（水）　9：00 ～

【利用開始する館内施設】

小ホール（楽屋を含む）、会議室 1、

会議室 2、和室

【利用停止する館内施設】

＊耐震改修工事に伴い、4 月～ 12 月の

間、大ホール（楽屋 1 ～ 3・リハーサ

ル室）の利用を停止します。ご迷惑を

おかけしますがご理解、ご協力のほど

よろしくお願いします。

＊改修工事期間につきましては、変更

となる場合があります。

大ホールエリア

改修工事のため 4月～ 12 月は利用不可

小ホールエリア

5月 1日（金）～貸館再開

　生活文化課　小川文化センター アピオス　☎：0299-58-0921（内線　2500）問い合わせ

　　　※どちらも冷凍後は

　1か月くらいで使いきりましょう！
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　社会福祉課　相談支援係（玉里総合支所内）　☎：0299-48-1111（内線 3232・3233）問い合わせ

手話奉仕員養成講座（入門課程）の受講者を募集します！

【日　時】 6 月 9 日～令和 3年 2月 16 日　

　　　   火曜日開講 　13：30 ～ 15：30　

         月 3 回実施　全 27 回

【場　所】玉里保健福祉センター視聴覚室（2Ｆ）

                             ボランティア室（2Ｆ）

         住所：小美玉市上玉里 1122

【対象者】

　以下の条件すべてを満たす方を対象とします。

　1.　小美玉市内に居住または勤務されている方　

　2． 手話初心者の方

　　　（手話サークル等に所属している方は除く）

　3． 市登録手話奉仕員を目指して、向上心を

　　　持って受講できる方。

【講座内容】

　　　聴覚障がい等のある方との初歩的なコミュ

　　　ニケーション方法を学習し、手話で挨拶・

　　　自己紹介ができるレベルを目指します。

※入門課程の修了のみでは手話奉仕員の登録はでき

　ません。登録のためには、基礎課程と同程度のレ

　ベルが必要になります。 

※入門課程修了証を発行します。

【定　員】20 名程度 (先着順 )

【費　用】受講費用は無料です。

　　　　 ただしテキスト代 3,300 円は受講者負担  

         となります。（申し込み後のキャンセルは

         できません。）

【申込方法】

       申込用紙にテキスト代を添えて，下記の福  

       祉事務所で申し込みください。

     ※申込用紙は各福祉事務所の窓口に準備して   

       あります。

     ※申し込み人数が少ない場合には開催できな

       い場合もあります。

【申込先】

小美玉市福祉事務所相談支援係（玉里総合支所内）

小美玉市福祉事務所小川支所（小川総合支所内）

小美玉市福祉事務所美野里支所（四季健康館内）

【申込期限】

　　　　4月 23 日 ( 木 ) ～ 5 月 22 日 ( 金 ) まで

　聴覚障がい等の意思疎通に支障がある方の生活および関連する福祉制度等について学ぶとともに、手話で

日常会話を行う語彙および表現技術を学んだ者を養成し、聴覚障がい等のある方とのコミュニケーションを

支援する「手話奉仕員養成講座」を開催します。

春の地域安全運動実施

4月 24 日から 5月 8日まで

　防災管理課　市民安全係　☎：0299-48-1111（内線　1015）問い合わせ

　県や県警などの関係団体で構成されている「茨城

県安全なまちづくり推進会議」では、一人ひとりが

犯罪を防止する意識を高め、犯罪の起こりにくい地

域社会の実現を図ることを目的に「春の地域安全運

動」を実施します。あいさつ、声かけを励行し、地

域の連帯を深め、犯罪の起きにくい地域づくりに努

めましょう。

スローガン

　　「防犯は　鍵かけ　声かけ　心がけ」

○ウォーキング、買物、犬の散歩、花の水やり等

　の日常生活を行う際は、防犯の視点を持って子

　供たちを見守りましょう。

○地域ぐるみであいさつ、声かけをして不審者を

　寄せ付けないようにしましょう。

○車から離れるときは、必ずエンジンキーを抜き、

　ドア施錠を確認するとともに、警報機・ハンド

　ルロックなど複数の盗難防止機器も活用し二重

　三重の対策をしましょう。
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～前期募集～

令和 3年 4月 1日付採用予定の小美玉市職員を募集します

※ 令和 2年度の職員募集は、2回（前期募集・後期募集）実施します。

　 それぞれ、募集の期間と募集の内容が異なります。よく確認のうえ受験してください。

※ 後期募集内容については、市ホームページと次月号以降の広報おみたまに掲載予定です。

※ 当市の採用試験で、前期募集を受験する方は、後期募集に申し込むことはできません。

■『卒業見込』について、採用までに必要とする条件を満たさなかった場合、採用を取り消しとします。

■ 本市の採用試験では、異なる募集区分を併願することはできません。

■ 受験資格等に該当する人であっても、次のうちひとつでも該当する人は受験できません。また、採用試験に

　 合格した後、これらの事実が判明した場合においては、事情の如何を問わず採用を取り消しとします。

　　ア） 日本国籍を有しない者

　　イ） 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの者

　　ウ） 本市職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から 2年を経過していない者

　　エ） 日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、

またはこれに加入した者

　　　　　　 

1．募集の内容 前期募集では、A区分（大学卒）のみを対象に実施します。

2．第 1次試験日・試験会場・試験方法

試  験  日  令和 2 年 7 月 12 日（日）

試験会場  小美玉市役所本庁舎 2 階（小美玉市堅倉 835 番地）

試験方法  ＳＰＩ 3 試験・論文作成
※第 1 次試験で作成した論文の評価採点は、第 2 次試験の受験者に対してのみ行います。

募集区分 予定数 受験資格および条件 予定職務内容

一般事務

A区分のみ
若干名

平成 3 年 4 月 2 日以後に生まれた人で、学校教育法による 4 年

制大学を卒業（卒業見込者含む）し、かつ普通自動車運転免許

を有する人（採用までに運転免許取得見込含む）。

本庁または出先機関

等において、各種の

一般的な行政事務に

従事

一般事務

A区分のみ
（身体障がい者）

若干名

平成元年 4 月 2 日以後に生まれた人で、自力により通勤でき、

かつ介護者なしに事務職としての職務遂行が可能な人で、次の

（1）～（4）のすべてに該当する人

（1）学校教育法による 4年制大学を卒業した人（卒業見込者含む）

（2）身体障害者手帳の交付を受けている人

（3）通常の勤務時間（原則として週 38 時間 45 分、1日 7時間

45 分）に対応できる人

（4）活字印刷文による出題に対応できる人

本庁または出先機関

等において、各種の

一般的な行政事務に

従事

保健師

Ａ区分のみ 若干名

昭和 59 年 4 月 2 日以後に生まれた人で、保健師資格（資格取

得見込者含む）を有し、かつ普通自動車運転免許を有する人（採

用までに運転免許取得見込含む）

本庁または出先機関
等において、保健お
よび介護予防事業に
従事
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3．受付期間・受験手続

受付期間
令和 2年 5月 1日（金）から 同年 5月 29 日（金）まで
※ただし、月曜日から金曜日 （祝祭日を除く） の 8：30 ～ 17：15 までとし、

　郵便申込の場合は 5月 29 日（金）必着とします。

提出書類

（全募集区分共通）

➊ 受験願書（指定の様式） ・・・ 1 部 

➋ エントリーシートＡ（指定の様式） ・・・ 1 部
➌ エントリーシートＢ（指定の様式） ・・・ 1 部　 　

➍ エントリーシートＣ（指定の様式） ・・・ 1 部

➎ 受験票 （指定の様式） ・・・ 1 部

➏ 予備用写真 ・・・ 1 枚

　 ※ エントリーシートＡおよび受験票に貼り付けた写真のほか、これと同じ写真

　　  を予備として 1枚添えて申し込んでください。

　 ※ 写真には、それぞれ裏面にボールペンで受験者の氏名を記載してください。

➐ 244 円分の郵便切手（受験票返送用） 　

 ※ 市の封筒で返送しますので、申込者任意の封筒に貼付しないでください。

上記➊～➎の指定様式は、市ホームページからダウンロードする方法以外に、市役

所本庁舎 2 階（総務部人事課人事係）の窓口に、来庁または郵送で請求することも

できます。

郵送で請求する場合は、任意の封筒に 『職員採用試験受験願書請求』 と朱書きし、

次のとおり請求してください。

■ 請求者の住所・氏名を記入し、140 円分の郵便切手を貼付した返信用封筒（必ず

Ａ 4サイズを使用・宛先明記）を郵送してください。

申込方法
上記➊から➐を窓口来庁または郵送で提出してください。

※ いずれの場合も本庁人事課窓口以外での取り扱いはできません。

申 込 先
〒 319-0192　  茨城県小美玉市堅倉 835 番地

小美玉市役所　総務部人事課人事係　［採用担当］

注意事項

・不足または未完成の書類がある場合は、提出されたと見なしませんのでご注意く

ださい。

・提出した申込書類は返還しませんので、あらかじめご了承ください。

・申込者には、受験票と受験説明を 『特定記録郵便』 で郵送します。

   （令和 2年 6月中旬）

➊から➎は市ホームページ

からダウンロードして作成

　人事課　人事係　☎：0299-48-1111（内線 1286・1287）　問い合わせ

第 15 回小美玉市民文化祭開催日程をお知らせします

　市民や市内で活動する団体・グループの日ごろの

文化芸術活動の成果を披露する場として、「小美玉

市民文化祭」を開催します。

　第 15 回小美玉市民文化祭は、右記の日程・内容

で行う予定です。

　8 月頃より参加者の募集を行いますので、皆さま

ぜひご参加ください。

【期　間】10 月 31 日（土）～ 11 月 3 日（火・祝）

【会　場】小川会場：小川文化センターアピオス

　　　　 美野里会場：四季文化館みの～れ

　　　　 玉里会場：生涯学習センターコスモス

【対象者】市内在住・在勤・在学の方、市内で活動

　　　　 する団体・サークルの会員

　生活文化課　小川文化センターアピオス　☎：0299-58-0921
問い合わせ

　　　　　　　四季文化館みの～れ　　　　☎：0299-48-4466
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新広域ごみ処理施設整備事業を進めています

　石岡市・小美玉市・かすみがうら市・茨城町の４

市町では、これまで、３つのごみ処理施設において

一般廃棄物の処理業務を行なってきましたが、新た

な広域ごみ処理体制の確立を目指し、令和３年４月

からの新広域ごみ処理施設の供用開始をはじめ、処

理施設や事業主体の再編統合などを進めています。

（広域処理体制移行イメージ図）

霞台厚生施設組合　建設計画課　☎：0299-56-7773問い合わせ

　現在、霞台厚生施設組合を事業主体として、４市

町のごみ処理を担う、新広域ごみ処理施設の建設工

事を進めており、この付帯事業として、施設前道路

の改良工事や地域還元施設（温浴施設等）の整備計

画を検討しています。また、茨城美野里環境組合 敷

地（現 クリーンセンター）については、粗大ごみや

資源ごみの取り扱いを中心とした中間置場として運

営する予定です。

（新広域ごみ処理施設イメージ）

環境課　廃棄物対策係　☎：0299-48-1111（内線　1144・1145）問い合わせ

生ごみ処理機等の購入費用を助成します

　市民の皆さんが生ごみを堆肥化する処理機等を購入する際、その費用の一部について助成しています。

ごみを減らし、家計の節約にもつながります。ぜひご検討ください。

【補助対象】

種　類 助成額 適合基準

生ごみ処理容器
（コンポスト）

購入価格の 1/2
2,000 円を限度

 ・有効容量が 100 ㍑以上（コンポスト）
 ・屋内設置が可能（生ごみ処理機）
 ・材質が耐水性及び耐久性を備えるもの
 ・臭気等の発散及び雨水等の流入を防止
　 するふたを備えるもの生ごみ処理機

購入価格の 1/2
20,000 円を限度

小美玉市内に住所を有する個人の方（1世帯あたり 1基を限度）

【手続方法】　　　　 ①交付申請 →　 ②交付決定　→　  ③実績報告 　→　④補助金交付

 　　・交付決定の前に購入した場合は補助対象外となります。
 　　・先着順で、予算限度額に達し次第終了となります。
 　　・詳しくは、下記または市ウェブサイトでご確認ください。

【注意事項】
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廃棄物減量等推進審議会の答申

　（島田市長　　　 三輪野会長）

一般廃棄物処理基本計画の改訂

市民1人1日あたり現在790gのごみ量！

　　　165g 減量を目指します 

　令和 3 年 4 月から新ごみ処理施設の供用開始

が予定されるなか、地域特性を踏まえ、廃棄物

の適正処理、ごみの減量および資源化など循環

型社会を目指していくため、小美玉市廃棄物減

量等推進審議会への諮問やパブリックコメント

を通じて市民の皆さんからご意見等をいただき

ながら、市の一般廃棄物処理基本計画を改定し、

これまでの分別および収集方法を統一するため

の調整方針を策定しました。

　また、昨今の災害激甚化に伴い、災害廃棄物

処理のあり方が問われていることを踏まえ、国

や県の指針等に基づき、災害廃棄物処理基本計

画を策定しました。

  今後、各計画に基づく各種取り組みの推進に

向けては、市民の皆さん方の日々の取り組みが

欠かせません。皆様方のご理解ご協力を引き続

きお願いします。

小型家電等回収促進プロジェクト実施状況

本年度、小美玉市・茨城町・リーテム協働小型家電等回収促進プロジェクトにおいて 3 回のイベント

回収を実施し、市内実績は、搬入台数 298 台、回収量 12.6 ｔ（1台あたり 40kg）となりました。

令和元度のプロジェクト成果を踏まえ、今後も継続的に実施してい

けるよう取り組んでいきます。

◎直接効果：廃棄物の適正処理、ごみの減量・資源化

◎間接効果：不法投棄・潜在廃棄物（災害ごみ、終活ごみ）の抑制

令和2年度のイベント回収は、10月・2月頃の開催を予定しています。詳しい内容は追ってお知らせします。

廃棄物減量等推進協議会の答申

（左　島田市長、右　三輪野会長）
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幼稚園バスを更新しました

 令和元年度、防衛省の特定防衛施設周辺整備調

整交付金を活用し、元気っ子幼稚園と玉里幼稚

園の幼稚園バスを更新しました。 

  

　これまでの幼稚園バスは、購入より 17 年が経

過し、老朽化が著しく、また故障などもあり維

持管理面を含め今後の運行に支障を来しかねな

い状況でした。 

  

 更新した幼稚園バスには新たに、ドライブレ

コーダーやバックモニターなどが装備されてい

ます。今後も園児の送迎や園外保育において安

心、安全運行に努めていきます。

消防団第 12 分団（与沢・倉数地区）消防機庫兼詰所が完成 !!

　消防団第 12 分団 ( 与沢、倉数 ) の消防機庫兼

詰所が完成しました。2月 29 日 ( 土 ) に、市長・

与沢区長・与沢百里区長 ･ 倉数川前区長 ･ 倉数

川向区長が参加して開所式が行われました。

　新しい消防機庫兼詰所は 1 階が車庫および消

防資器材保管庫となっており、2 階には消防団

員が待機するスペースが設けられています。火

災出場や近年大規模化する災害の地域防災拠点

として大いに機能していくことでしょう。

令和元年度特別講座を実施しました

　小川公民館では特別講座を実施し、子どもか

ら大人まで多くの方が参加しました。

　8月は「草木染・藍染め（講師　大貫春恵氏）」、

10 月は「カルトナージュ講座（講師　清水真由

美氏）」を行いました。12 月は「紅茶でティー

パーティー（講師　先崎キヨ子氏）」、「しめ縄リ

ース作り（講師　清水章夫社会教育指導員）」、「フ

ラワーアレンジメント教室（講師　大越和子氏・

ボランティアフラワーアレンジメントばらの会

会員）」を実施しました。2 月は「楽しい料理教

室（講師　吉田礼子氏）」を開催し、大勢の親子

が参加しました。みんなで常陸牛を使った牛丼

や小美玉市産のいちごやブルーベリーを使った

ケーキを作り、特別講座を締めくくりました。

　どの講座も大変好評で、充実した体験ができ

たとの声がありました。令和 2 年度も、楽しい

市民講座特別講座を開催しますので、ぜひお気

軽にご参加ください。運営にご協力いただいた

講師とボランティアの皆さん、ありがとうござ

いました。

　講座の様子は次のページをご覧ください。
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スリランカのことばを学ぶ 講師の先生にお礼をする１年生

　　　親子国際理解教室『世界の国をのぞいてみよう』　玉里小学校

　2 月 12 日（水）に、家庭教育学級の一環とし

て親子国際理解教室を実施しました。茨城県国

際交流協会の菊池方美さんと佐藤陽子さんにご

尽力いただき、張曉雯さん（中国上海出身＊日

本滞在が長い、茨城大学在学）と赤塚ダヤナン

ダニさん（スリランカ出身）の 2 名の講師をお

招きしました。

　まず、2 人の講師の先生から、それぞれの母

国のお話や、それにまつわるやクイズを楽しみ

ました。中国出身の張さんからは、中国の辛味

噌の話を伺った後に、親子でパンに塗った辛味

噌をふるまわれました。子どもたちが食べた辛

味噌は、大人よりも少ない量でしたが、苦手に

感じる子どもがいました。中国の遊びも教えて

いただきました。親鳥が小鳥を敵から守る様子

を遊びにしたもので、子どもたちは機敏に体を

動かして、声を上げて喜んで遊んでいました。

スリランカ出身のダヤナンダニさんには、スリ

ランカの町の様子の写真をたくさん見せていた

だきました。民族性豊かな装飾や置物などもた

くさんもってきていただき自由に触らせてもら

いました。また、子どもたちはスリランカの民

族衣装を試着し、スリランカのビー玉を使った

遊びを体験しました。

　子どもたちからは、講師の先生と国際交流協

会の方に、手作りのメダルと元気な歌のプレゼ

ントをしました。そして、講師の先生と一緒に、

教室でおいしい給食を食べました。

　子どもたちにとって、世界が少し近く感じる

楽しいひとときを過ごすことができました。

①草木染・藍染め

⑤

④しめ縄リース講座

③紅茶でティパーティー講座

⑥楽しい料理教室

小川公民館特別講座開催

②カルトナージュ講座

⑤フラワーアレンジメント講座
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農業施策に関する意見書を提出しました

1．担い手の確保と対策について

2．耕作放棄地の発生防止・解消について

3．農業収入確保、支援について

4．環境整備と保全について

5．農業委員会制度・組織改革への対応について

　2月 10 日、小美玉市農業委員会は市長に対し、

令和 2 年度小美玉市農業施策に関する意見書を

提出しました。提出後は、市長と農業施策につ

いて意見交換会を行いました。

　意見書の主な内容は次のとおりです。

農業委員会活動状況報告

農地利用最適化推進委員　伊能　善久

　今回の農地利用実態調査は、小川地区担当の農業委員

　田村智子さんと二人で実施しました。調査対象は小川

地区の行政区本田町・仲田宿・大町・川岸・横町・橋向・

坂下・二本松の九つの行政区であり旧小川町の中心街で

商店街や住宅街です。専業農家は一戸もなく、兼業農家

がほとんどでそれも第 2 種兼業である中での実態調査で

ありました。

　更に、少子高齢化の時代で世帯主は勤労者で留守宅が

多い中で数日訪問することもありました。このような中

での実態調査で感じたことは先祖代々の土地を維持する

ことの大変さを知りました。田はまだ作付けを依頼すれ

ば作付けしてくれますが、畑については面積も狭いこと

もあり、畑は雑草にして放置しているか、草刈を依頼し

て草刈料金を支払い畑を維持しているのが現状でした。

あと数年で調査地域の畑は雑草地になりウサギやハクビ

シン更にはイノシシも出没するのではないかという危機

感を感じた調査でありました。

農業委員　長須　茂

　現在農業委員会では、農地所有者宅に伺って農地

利用実態調査を行っています。私は上吉影区・前野区・

貝谷区の 3 地区を調査しました。地区の皆様のご協

力によりスムーズに調べることができました。調査

をしていて気づいたことは、農地台帳に記載されて

いる地名、地番で聞くとどこの場所の畑かわからな

い、特に何筆も所有している方に多いようです。

また、県の公的機関がラジオで農地の貸し借りにつ

いて広報活動をしていますが、農地所有者に浸透し

ているか疑問です。なぜなら、農地を相対で貸して

いる方の多くが現状のままで良いと答えたからです。

作業条件の良い農地は地域の大規模農家が相対で借

りてすでに耕作しているのが現状です。狭い面積や

作業条件の良くない農地が取り残されていると思い

ます。近い将来、このような農地が荒廃農地になら

ないように活動することも大事だと今回の調査で改

めて感じました。

　地区名 　　　　所在地  補助・交付金等  容量   備考

 小岩戸地区  ＪＡ美野里堅倉支所北側付近
  総務省消防庁
  補助事業

   40 ㎥
  新設
 （耐震性）

 羽鳥地区  高場ニュータウン住宅東側
  総務省消防庁
  補助事業

   40 ㎥
  新設
 （耐震性）

 上吉影地区  上吉影公民館敷地内
  防衛省
  交付金事業

   40 ㎥
  新設
 （耐震性）

防火水槽を設置しました

　消防本部では、火災時に市民の皆さまの大切な生命財産を保護するため、令和元年度事業で市内 3

箇所に防火水槽を設置しました。
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